
議 会 だ よ り

2019年８月１日
滋賀県竜王町議会

No.188

定例会報告 P2～ プレミアム付商品券発行予定
委員会報告 P4～ コンパクトシティ化構想（案）

住民意見交換会始まる
一般質問 P8～ 健康増進と認知症対策は

住宅整備の進捗は追　跡 P15

いきいき人生シリーズ P16

６月
定例会
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道の駅竜王かがみの里
登記事務委託料
（用地取得準備）
一般会計　580万円

地域安全対策事業
（防犯カメラ設置工事）
一般会計　60万円

　
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
て
初
め

て
の
定
例
会
を
６
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で

の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に
伴
い
、
同
じ

時
期
に
幼
保
無
償
化
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
が
発
行
予
定
、そ
れ
に
関
連
す
る
補
正

予
算
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
３
議
案
、条
例
関
係
１
議
案
、

専
決
処
分
２
議
案
、
人
事
案
件
１
議
案
、

そ
の
他
１
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
利

用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
と
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
限
る
）
の
利
用
料
が
無
償
化
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
で
す
。

主
な
内
容（
事
業
）

定例会で何が決まったの？

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

委
託
料
　
一
般
会
計
５
６
２
万
円

防犯カメラ設置予定場所

ひまわり保育園

竜王小学校グラウンド前県道沿い 駐車場の造設予定地

今回の補正額は
、

　3282万円の増
額で、

予算総額は、
　64億5682万円

です。

一般会計
令和元年度　補

正予算
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高齢者福祉施設等整備事業
（認知症高齢者グループホーム）

一般会計（債務負担行為）
4115万円

下水道使用料・過年度損益修正益
277万円

問 農村下水道使用料の改正を早急にする
べきではないか。

答 料金に係る改正なので、地元や上下水
道事業運営委員会などとも協議して進
める。

問 商品券の転売防止のため、販売店には対
象者情報はあるのか。

答 今回は対象者が限定されているため、個
人情報保護の観点から、商品券を持って
いる方を対象者として取り扱う。

　
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を

緩
和
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
竜
王
町
で
は
、１
８
０
０
人
余
り
の
方
が
対
象
と
な
り
、

こ
の
商
品
券
は
、
購
入
額
２
万
円
を
上
限
と
し
て
、

２
万
５
０
０
０
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
が
対
象

取
扱
業
務
委
託
料
　
一
般
会
計
９
１
５
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
さ
れ
る

１つの事業や事務にお
いて、あらかじめ今後
の年度の債務（「負担
＝支出」）を約束する
ことを予算で決めてお
くこと。

債務負担行為

町内のグループホーム
近江うし丸

殿村地区農村下水処理場

歳入下水道事業会計
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コンパクトシティ化構想（案）

第６次竜王町総合計画の進め方

調
査

調
査

　10年後の竜王町中心核の構想、コンパクトシティ化構想（案）の各ゾーン分けが整
理できたので、町全体で意見交換会を開催し、より熟度の高い構想にしていく。

　10年後の竜王町のあるべき姿を考え、その実現に向けてまちづくりを進めていくた
めの総合的な指針として、第６次総合計画を策定する。

主な質疑応答
構想地域の農業振興地域の除外は、できる
のか。

問

優良農地を中心核として変えていくことを
町民の合意を得た上で、折衝していきたい。

答

主な質疑応答

第５次総合計画と第６次総合計画の施策で
大きく変わる内容は何か。

問

人口問題への施策です。人口が減る中で、
どのようなまちづくりをするかが施策の内
容になる。

答

　第５次総合計画は、平成23年度から令和２
年度までとなっており、今日の人口減少、高齢
社会、第４次産業革命など様々な社会情勢の変
化や第５次総合計画の進捗状況の評価を行い、
その結果を踏まえ、第６次総合計画を策定する。

支援業務
　業務委託業者は６月12日にプロポーザル方
式で決定。
計画策定体制
　総合計画審議会、庁内策定委員会、庁内ワー
キングチーム、町民ワークショップの実施。
今年度の取り組み
　現状把握調査、住民意向調査、庁内各課・地
域・団体・学校・企業等ヒアリング。

○７月25日～８月５日（この間の５日間実施）
○開催場所　�山之上・弓削・鵜川・鏡・町公民

館の５か所

総務産業建設常任委員会

『複合ゾーン』
飲食店、カフェ、ホームセンター
民間医療施設、塾、バスターミナル等

『交流・文教ゾーン』
小学校（防災施設・コミュニティ空間を含
む）、幼稚園、学童保育所、給食センター等

『居住ゾーン』
戸建て住宅、集合住宅

『商業ゾーン』
フレンドマート、100円ショップ、ドラッグ
ストア、民間医療施設

『行政ゾーン』
総合庁舎、防災センター、商工会館等

役場南方面からのぞむ中心核

“ひと”育ち
みんなで煌く
交竜の郷

そ　だ

きらめ

さ　と

こ　う りゅう

第五次竜王町総合計画

平成23年（2011年）3月
竜王町

2011▶2020

竜王町第五次
総合計画の表紙

意見交換会の実施各ゾーンの整理状況
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教育民生常任委員会

竜王町健康づくり活動調
査
　健康づくり、りゅうおう健康ベジ７チャレンジ等の事業の調査を実施した。

主な質疑応答

血圧計の貸出条件や設置場所は。問
個人が継続して使用される場合や各地区で
大勢が使用される場合に貸出す。
設置場所は、庁舎１階の町民室、町公民館、
町図書館、町保健センターと各ふれあいプ
ラザ。

答

りゅうおう健康ベジ７チャレンジの啓発用のぼり

自治会館での血圧測定（美松台）

　平成27年より保健師活動の指針を定め、３
つの柱をもとに活動を推進している。
　❶保健師の地区担当制の導入
　❷体系的人材育成
　❸統括保健師の配置

保健師活動の充実

りゅうおう健康ベジ７チャレンジ
　竜王21プラン（後期計画）に基づき、５年
間で次の重点テーマに取組む。
◦１年目（H30年度）…�栄養・食生活（２年目以

降も継続）
◦２年目（今年度）…�血圧の取組み、歯と口腔の�

健康
◦３年目（R2年度）…�禁煙推進、受動喫煙の防

止、こころの健康づくり
◦４年目（R3年度）…運動・身体活動
◦５年目（R4年度）…�健診受診の促進、適正飲

酒の推進

今年度の重点取組
①�血圧チャレンジ…血圧測定の習慣化、
高血圧予防方法の実践

◦血圧講座…�出前講座での啓発、参加者の
血圧測定

◦血圧測定…�血圧計の地区への貸出、公共
施設への設置

◦健康相談…�妊婦や希望者へ保健師等によ
る保健指導

◦健康推進員による血圧チャレンジ…
　　　　　　地区活動で血圧測定等の実施

主な取組み

②�カミチャレ30・ブクチャレ30

◦カミチャレ30（１口30回噛む）
　・満腹感が得られ肥満を防ぐ
　・味覚が発達、脳の働きが活発になる
◦ブクチャレ30（１回30回うがい）
　・口の中を清潔にする
　・�頬を動かす事により噛む力、飲み込む
力のトレーニングになる

主な効果
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総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

　５月16日、全国に先駆けて「人口減少
に歯止めを掛ける」3つの構想を実践さ
れ成果を上げている島根県邑

おうなん
南町を訪れ、

視察研修を行った。
１．Ａ級グルメ構想
　◦食と農に関する5名の起業家輩出
　　（実績：平成27年度末に27名）
　◦定住人口200名の確保
　　（実績：平成27年度末に213名）
　◦観光入り込み客数100万人の実現
　　（実績：平成27年度末に92万人）
２．日本一の子育て村構想
　◦�子育て世代への手厚い補助や助成の実施と
ともに、各種保育の無料化に取り組んだ結
果、平成27年に合計特殊出生率2.46％、
出生数70名の達成。

　５月24日、高齢化が進む本町の介護
予防への取組みをより充実させるため、
先進地である東京都町田市で視察研修を
行った。
自主グループ育成の事業
◦脳いきいき教室
　参加者が脳機能検査を受けた後、ウォーキ
ング、旅行・料理から選択したテーマ学び、
半年後に再度、脳機能検査を受けて効果を測
定する。
　教室の参加者は自主グループの活動へと移
行し、現在、約80グループが活動し、グルー
プ交流会などが行われている。

家族介護者教室・交流会
◦�笑いヨガ、福祉用具体験、成年後見制度の講
座や介護者交流会が開催されている。

高齢者探索サービス・認知症カフェ
◦�GPSを利用した位置情報探索サービス
◦�コーヒー店と提携した認知症カフェを毎月開催。

３．徹底した移住者ケア構想
　◦Ｕ・Ｉターン者は平成27年に100名に達する。

日本一の子育て村構想を核とした定住促進の取組

認知症予防の取組

視
察

視
察

邑南町で説明を受ける委員

町田市で説明を受ける委員

　若者の気持ちを町が受入れ、定住後のケ
アも住民自らの地域コミュニティの自立に
よる実践がされていた。

感　想

　各活動を通じて自主グループへ、さらに
はグループ交流へと繋いでいく仕組みづく
りに、認知症の方々が自ら考え活動できる
市の後方支援が重要であることを学んだ。

感　想
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地域活性化特別委員会

空き家対策

滋賀山面工業団地の進捗

調
査

報
告
　平成31年４月に最後の１区画の売買契
約の締結があったことから、すべての区画
で売買契約が締結された。
　現在10区画の内、４区画で操業されて
いる。他１区画については建設中、５区画
は未着手の状態である。

主な質疑応答

空き家で売り物件となっていたものを壊し
て新築した場合、住まい助成制度の対象か。

問

空き家の解消となる場合は、対象となる。答

使用できないような空き家の数は掴んでい
るのか。

問

自治会への調査依頼の中で状況、管理状態
も聞いて把握している。

答

　その他の対策は次のとおりである。
◦特定空家等認定基準の策定
　先進自治体等の事例を参考に策定する。
◦空家等対策アクションプログラム策定
　�重点的に取り組む事項や具体的な行動を�
示す。
◦空家等情報バンク設置準備
　�空き家等の利活用に向けて宅建協会等の関係
団体と協議を行う。

　空家等実態調査を実施し、空き家
および空き地数等を把握する。
� （６～７月頃、自治会長に調査を依頼）

住まい助成制度の利用状況
� （令和元年６月現在の実績）
◦新築補助　　　　　５件
◦リフォーム補助　　７件
◦家賃補助　　　　　５件
　この補助制度の申し込みは12月27日ま
で延長されている。

キッチンのリフォーム前（上）、リフォーム後（下）

建設が進む滋賀山面工業団地

N

滋賀山面工業団地の10区画（D区画は３区画分）

調整池

調整池

道路

道路

道
路

道
路
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町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

一般質問って？

一度、傍聴に来て下さい！

次回の一般質問は８月28日㈬予定

議会ではどんな政策が審議されているか、あるいは自分
が選んだ議員がどのような活動をしているかなど、傍聴
は議会の動きに触れることのできる身近な方法です。
議会事務局（☎58-3713）にお問い合わせ下さい。

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

9
森山　敏夫 公共交通システムの構築は実現するのか

山田　義明 健康増進と認知症対策は

10 内山　英作
健康寿命延伸に向けての取組みは

運転免許証返納者への外出支援対策は

11
貴多　正幸 国道477号の整備は

松浦　　博 町道山中谷田線の拡幅は

12 小西　久次
教育施設の基本方針は

まちづくり事業の継続は

13
若井　猛志 本町の教育・保育の無償化は

古株　克彦 広谷川河川改修工事は

14
森島　芳男 河川愛護対策を

岡山　富男 幼稚園・保育園児散歩コース等の点検は

町政
問ここを う!

６月定例会では10議員が
� 12問の一般質問を行いました。

近江うし丸
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公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、次
の
４
点
伺
う
。

①�

京
大
交
通
施
策
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
「
竜
王
町
バ
ス

活
性
化
支
援
事
業
」
の

内
容
は
。

②�

近
畿
運
輸
局
の
地
域
連

携
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の

内
容
は
。

③�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
再
生
塾
の

ア
ド
バ
ン
ス
ド
コ
ー
ス

に
よ
る
交
通
政
策
課
題

研
修
報
告
の
内
容
は
。

④�

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構

築
に
関
し
て
地
方
創
生

交
付
金
を
活
用
す
る
取

組
は
。

問

　
　

①
従
来
の
利
用
促
進
事
業
を

継
続
す
る
と
共
に
企
業
と

連
携
し
た
通
勤
定
期
の
利

用
促
進
が
効
果
的
と
の�

提
案
。

②
現
在
は
、
町
内
移
動
に
特

化
し
た
運
行
が
な
い
。
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と

す
る
町
内
交
通
の
整
備
が

必
要
と
の
提
案
。

③
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
地
域

で
の
支
え
合
い
に
よ
る
交

通
手
段
の
仕
組
み
づ
く
り

と
移
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
を
提
案
。

④
ま
ず
は
個
別
の
交
付
金
の

活
用
を
検
討
。
関
連
交
付

金
の
活
用
も
視
野
に
入�

れ
る
。

答�
公共交通システムの構築は
実現するのか

問

答 今年度中に公共交通のあり方を
取りまとめる

近畿運輸局との「地域連携サポート
プラン」協定の締結

健
康
増
進
と
認
知
症
対
策
は

問答

情
報
提
供
と
社
会
参
加
を
進
め
る

　
　
平
均
寿
命
の
延
び
に

よ
る
高
齢
化
が
進
む
中
、

現
役
世
代
か
ら
の
健
康
増

進
と
、
高
齢
期
か
ら
の
認

知
症
の
発
症
が
心
配
さ
れ

る
。
本
町
で
の
取
り
組
み

を
問
う
。

①
取
組
み
の
見
え
る
化
は
。

②�

現
役
世
代
へ
の
取
組�

み
は
。

③�

認
知
症
へ
の
予
防
と
対

策
は
。

問

り
や
体
を
動
か
す
講
座
を

す
す
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
認
知
症
で
の
行

方
不
明
者
の
防
止
で
は
、

申
請
に
よ
り
行
方
不
明
の

リ
ス
ク
の
高
い
方
に
は
相

談
に
て
、
近
江
八
幡
警
察

署
と
顔
写
真
等
デ
ー
タ
を

共
有
し
た
り
、
民
間
会
社

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
出
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

健
康
推
進
員
や
地
区
の

リ
ー
ダ
ー
へ
の
情
報
提
供
。

　
介
護
予
防
で
認
知
症
の

発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

社
会
参
加
等
の
促
進
。

②�

19
歳
～
39
歳
の
方
に
若
年

健
診
を
実
施
し
、
結
果
を

面
談
に
て
返
却
し
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。

③�

生
涯
現
役
事
業
で
誰
も
が

参
加
し
や
す
く
仲
間
づ
く

　
　
①�

地
区
毎
に
健
康
課
題
や
特

徴
を
経
年
的
に
ま
と
め
、

答�

森山　敏夫�議員

山田　義明�議員

りゅうおう健康ベジ７チャレンジ啓発ポスターの一部
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健康寿命延伸に向けての
取組みは

問

答 りゅうおう健康ベジ７チャレンジを推進

　
　
厚
生
労
働
省
の
公
表

に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
健

康
寿
命
は
、
２
０
１
６
年

に
男
性
72
・
14
年
、
女
性

74
・
79
年
で
あ
る
。
こ
の

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の

差
は
男
性
で
約
９
年
、
女

性
で
約
12
年
で
あ
り
、
今

後
は
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、

平
均
寿
命
と
の
差
を
縮
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
健
康
寿
命
の

県
内
１
位
を
め
ざ
し
て
の

町
の
取
組
み
は
何
か
。

問

　
　
昨
年
度
か
ら
「
り
ゅ
う

お
う
健
康
ベ
ジ
７
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
実
施
し
、
野
菜

３
５
０
ｇ
摂
取
や
塩
分
７
ｇ

未
満
、
７
つ
の
取
組
み
内
容

を
様
々
な
機
会
や
場
所
を
活

用
し
て
積
極
的
に
周
知
、
啓

発
を
し
て
き
た
。
ま
た
、
取

組
み
の
中
で
健
康
推
進
員
の

意
識
が
変
化
し
、
各
地
区
で

自
発
的
に
活
動
を
計
画
し
、

活
動
の
機
会
が
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
今
年
度
は
、
高
血
圧

症
の
人
が
男
女
と
も
多
い
こ

と
か
ら
、
減
塩
の
取
組
み
と

共
に
、
血
圧
測
定
の
習
慣
化

を
進
め
る
「
血
圧
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
行
っ
て
い
る
。

答�

林自治会の送迎サービス（上）や福祉有償運送（下）は地域の交通
ネットワークの一翼を担っています

運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の

外
出
支
援
対
策
は

問答

生
活
に
不
安
の
な
い
交
通
体
系
の
実
現
を

め
ざ
す

　
　
最
近
、
高
齢
運
転
者

の
交
通
事
故
が
増
加
す
る

中
、
事
故
を
起
こ
し
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
、
早
め

に
運
転
免
許
証
を
返
納
す

る
人
が
増
え
て
い
る
。

　
今
後
、
本
町
で
も
免
許

証
返
納
者
が
増
加
し
、
町

民
の
生
活
に
即
、
影
響
が

出
て
く
る
た
め
、
早
急
な

対
策
が
必
要
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
免
許
証
返
納

者
へ
の
外
出
支
援
対
策
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

問

も
と
よ
り
、
自
家
用
車
以
外

で
移
動
さ
れ
る
方
が
生
活
に

不
安
の
な
い
交
通
体
系
の
実

現
に
向
け
て
、
今
年
度
中
を

目
標
に
竜
王
町
ら
し
い
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
ま
と
め
る
。

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
を
検

討
し
て
お
り
、
誰
も
が
中
心

核
へ
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
と
中
心
核
を
つ
な
ぐ
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が

必
須
で
あ
る
。

　
免
許
証
を
返
納
し
た
方
は

　
　
今
後
、
運
転
免
許
返
納

者
に
対
し
て
の
対
応
策
を
考

え
る
に
あ
た
り
、
公
共
交
通

と
し
て
、
日
常
の
買
い
物
や

通
院
な
ど
生
活
の
拠
点
と
な

る
施
設
へ
の
移
動
手
段
を
ま

ず
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
現
在
、
町
で
は
コ
ン

答�

血圧測定後の健康体操

血圧測定中

内山　英作�議員
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国道477号の狭小部（鏡地先）

　
　
国
道
８
号
と
国
道

４
７
７
号
　
西
横
関
交
差

点
は
、
く
い
違
い
交
差
す

る
平
面
交
差
点
で
あ
り
、

事
故
危
険
箇
所
、
主
要
渋

滞
箇
所
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
今
般
、
交
差

点
改
良
が
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
交
差
点
改
良
が
行
わ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
な
交
差
が
実
現

す
れ
ば
、
国
道
４
７
７
号

の
交
通
量
が
現
在
よ
り
増

加
す
る
の
は
必
然
で
あ
る

が
、
本
町
と
近
江
八
幡
市

の
境
界
部
分
は
依
然
と
し

問

　
　
拡
幅
に
つ
い
て
は
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
県

に
お
い
て
約
90
ｍ
の
区

間
は
拡
幅
工
事
に
着
手

し
て
い
た
だ
き
、
残
り

の
約
45
ｍ
区
間
に
つ
い

て
は
、
用
地
取
得
に
向

け
調
整
を
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
歩
道
に

つ
い
て
は
、
西
側
に
整

備
す
る
予
定
で
あ
り
、

最
終
的
な
用
地
取
得
完

了
後
の
拡
幅
工
事
に
あ

わ
せ
、
実
施
し
て
い
た

だ
く
。
街
灯
整
備
に
つ

い
て
は
、
西
横
関
交
差

点
お
よ
び
狭
小
部
の
改

良
に
あ
わ
せ
、
防
犯
灯

の
設
置
を
検
討
し
て�

い
く
。

答�

て
道
路
幅
員
が
急
に
狭
く

な
っ
て
お
り
、
竜
王
町
側

に
は
歩
道
も
な
い
。

　
ま
た
、
街
灯
に
つ
い
て

は
竜
王
町
側
も
近
江
八
幡

市
側
も
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
交
差
点
改
良
を
さ
れ

る
こ
の
機
に
、
道
路
幅
員
、

歩
道
・
街
灯
の
設
置
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

国道477号の整備は問

答 鋭意努力していく

町
道
山
中
谷
田
線
の
拡
幅
は

問答
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
中
長
期
的
に
検
証
す
る

　
　
町
道
山
中
谷
田
線
の

拡
幅
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

現
在
の
道
路
幅
員
を
均

一
に
拡
幅
で
き
な
い
か
。

②�

谷
田
川
沿
い
の
農
道
を

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し

自
転
車
通
学
路
と
し
て

安
全
面
の
確
保
が
で
き

な
い
か
。

問

②
町
道
山
中
谷
田
線
の
通
学

の
自
転
車
交
通
と
自
動
車

交
通
を
分
離
す
る
こ
と
は

交
通
安
全
対
策
と
し
て
は

有
効
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、

農
道
で
あ
り
、
農
耕
車
と

も
輻
輳
す
る
こ
と
か
ら
、

地
元
と
の
調
整
が
必
要
で

あ
る
。

管
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、

本
町
全
域
に
影
響
す
る
重

要
な
基
幹
管
路
で
あ
る
。

　
　
現
状
で
の
改
修
は
困
難

な
状
況
だ
が
、
交
通
量
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
現
状
の
中
で
で
き

る
範
囲
の
交
通
安
全
対
策

を
行
う
。

　
　
①
谷
田
川
の
堤
防
道
で
あ
る

た
め
、
圃
場
側
に
拡
幅
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
道
路
に
は

上
水
道
の
送
水
管
と
配
水

答�

町道山中谷田線の現状

貴多　正幸�議員

松浦　　博�議員
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教育施設の基本方針は問

答 2025年度竜王小学校の開校を目指す

り
、
小
学
校
を
核
と
し
た

複
合
施
設
と
な
る
よ
う
考

え
る
。
④
現
在
の
場
所
で

は
敷
地
に
限
界
が
あ
る
の

で
新
し
い
場
所
で
考
え
る
。�

⑤
他
の
施
設
と
の
相
乗
効
果

や
有
効
利
用
を
考
え
、
役
場

周
辺
で
あ
る
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
を
前
提
と
す

る
。』
と
の
提
言
で
あ
っ
た
。

　
町
と
し
て
検
討
結
果
を
尊

重
し
つ
つ
、
基
本
方
針
決
定

の
た
め
検
討
・
議
論
し
て
い

る
。
早
期
に
基
本
計
画
策
定

に
着
手
し
、
基
本
設
計
・
実

施
設
計
を
経
て
、
現
時
点
と

し
て
は
、
２
０
２
５
年
度
に

新
し
い
竜
王
小
学
校
の
開
校

を
目
指
し
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
竜
王
町
教
育
施
設
の
今

後
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

報
告
は
、『
①
竜
王
小
学
校

は
長
寿
命
化
改
修
で
な
く
建

て
替
え
る
。
②
建
替
え
に
お

い
て
、
現
段
階
で
は
竜
王
西

小
学
校
と
の
統
合
は
考
え

な
い
。
③
建
替
え
に
当
た

答� 　
　
７
月
か
ら
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
構
想
案
を
取

り
ま
と
め
る
た
め
、
町
内

で
住
民
説
明
会
が
開
催
さ

れ
る
が
、「
竜
王
町
の
教

育
施
設
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
検
討
結
果
報

告
書
」
の
提
言
を
踏
ま
え

教
育
施
設
の
基
本
方
針
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る�

の
か
。

問

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
継
続
は

問答

事
業
効
果
を
踏
ま
え
今
後
も
継
続
す
る
方
向

　
　
平
成
28
年
度
か
ら
国

の
補
助
を
受
け
ス
キ
ヤ
キ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
ブ

ラ
ン
ド
化
、観
光・
農
業・

六
次
化
支
援
等
）
で
町
の

活
性
化
が
図
ら
れ
た
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
年
度
で
補
助
事
業
完

了
と
な
る
が
、
今
後
の

事
業
継
続
の
方
針
は
。

②
今
日
ま
で
の
ス
キ
ヤ
キ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

事
業
費
と
成
果
は
。

③
㈱
み
ら
い
パ
ー
ク
竜
王

に
委
託
し
事
業
展
開
さ

れ
た
が
そ
の
成
果
は
。

④
国
は
補
助
事
業
期
間
と

し
て
、
町
の
事
業
継
続

の
た
め
の
制
度
を
考
え

て
い
る
が
実
態
は
。

問

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
、

大
型
商
業
施
設
と
町
内
集

客
施
設
へ
の
誘
客
、
農
産

物
ブ
ラ
ン
ド
化
が
で
き
た
。

④
補
助
事
業
に
よ
り
魅
力
発

信
の
推
進
の
き
っ
か
け
が

で
き
、
今
後
は
事
業
課
題

の
解
決
の
た
め
の
新
た
な

交
付
金
財
源
を
探
る
。

し
て
い
る
が
、
手
法
の
見

直
し
や
方
向
性
の
修
正
を

加
え
継
続
し
て
い
く
。

②
４
年
間
の
総
事
業
費
は

１
億
３
０
０
０
万
円
で
田

園
資
料
館
の
改
修
、
農
業

支
援
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
が
で
き
た
。

③
機
動
性
を
生
か
し
、
統
一

　
　

①
「
ス
キ
ヤ
キ
」
で
魅
力
あ

る
町
内
特
産
品
の
地
産
地

消
の
促
進
、
来
訪
者
や
首

都
圏
へ
の
発
信
、
六
次
産

業
化
の
推
進
に
向
け
継
続

答�

昭和46年開校の竜王小学校

小西　久次�議員

アウトレットでの農産物販売
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本町の教育・保育の無償化は問

答 施行は本年10月１日から

　
　
幼
児
教
育
・
保
育
の

保
育
料
の
無
償
化
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
負
担
の

多
い
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
以

外
へ
の
、
町
独
自
の
負
担

は
な
い
の
か
。

　
保
育
所
の
給
食
費
も
、

無
償
化
に
し
て
い
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
。
給
食

は
、
教
育
・
保
育
の
一
環

で
あ
り
公
費
負
担
は
、
当

然
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
認
可
外
保
育
施
設
も
町

の
財
政
負
担
は
な
い
の
か
。

問

　
　
現
時
点
で
町
独
自
に
無

償
化
や
軽
減
等
を
行
う
予
定

は
し
て
い
な
い
。

　
保
育
所
の
保
育
料
は
世
帯

の
所
得
に
応
じ
て
８
段
階
に

区
分
し
て
お
り
、
一
定
所
得

以
下
の
世
帯
に
お
い
て
は
、

第
２
子
が
半
額
、
第
３
子
以

降
は
無
料
と
な
る
軽
減
措
置

が
あ
る
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
他

の
市
町
の
動
向
も
注
視
し
つ

つ
、
子
育
て
支
援
の
視
点
も

踏
ま
え
今
後
の
方
向
性
を
考

え
た
い
。

　
認
可
外
保
育
施
設
の
無
償

化
に
伴
う
町
の
財
政
負
担
は
、

必
要
額
の
４
分
の
１
を
負
担

す
る
こ
と
と
な
る
。

答�

　
　
広
谷
川
の
河
川
改
修

工
事
は
現
在
、
県
単
独
工

事
で
行
わ
れ
て
い
る
。

①
平
成
28
年
度
に
町
道
薬

師
不
動
尊
線
間
の
函
渠

工
の
工
事
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
工
事
進
捗
状

況
は
。

②
広
谷
川
が
全
線
改
修
し

な
い
と
湧
川
に
負
担
が�

多
く
か
か
っ
て
い
る
。小

口
工
業
地
域
で
今
、
大

規
模
な
造
成
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
最
近

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
は
。

問

　
　
①
平
成
29
年
度
に
函
渠
工
の

上
流
側
１
０
０
ｍ
区
間
に

つ
い
て
、
繁
茂
し
た
竹
木

の
伐
採
が
行
わ
れ
た
。
平

成
30
年
度
は
平
成
31
年
１

月
末
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

函
渠
上
流
側
30
ｍ
の
区
間

に
つ
い
て
、
流
路
工
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
今
年�

度
は
残
工
事
区
間
約

２
７
０
ｍ
の
う
ち
約
50
ｍ

答�

の
区
間
で
、
流
路
工
の
整

備
の
予
定
。

②
開
発
工
事
の
雨
水
排
水
計

画
に
つ
い
て
は
、
50
年
確

率
の
降
雨
に
耐
え
ら
れ
る

規
模
の
調
整
池
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
湧
川
等
流
末

河
川
に
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
、
開
発
区
域
か
ら
流

出
す
る
水
量
の
調
整
が
行

わ
れ
る
。

若井　猛志�議員

古株　克彦�議員

幼児教育・保育の無償化の主な例

改修を待つ広谷川

広谷川

湧川

広
谷
川
河
川
改
修
工
事
は

問答

短
い
区
間
な
が
ら
徐
々
に
進
む
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河
川
愛
護
対
策
を

問答

県
に
対
し
て
支
援
要
望
す
る

　
　
各
自
治
会
で
、
河
川

愛
護
が
行
わ
れ
る
時
期
と

な
っ
た
が
、
作
業
に
は
高

齢
者
も
お
り
、
重
労
働
と

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

日
野
川
堤
防
で
は
、
急
斜

面
な
所
、
獣
害
に
よ
る
大

き
な
く
ぼ
み
等
が
あ
り
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
誰
も

が
大
き
な
ケ
ガ
や
事
故
に

遭
う
可
能
性
が
あ
る
。

　
今
後
、
本
町
全
体
の
対

策
を
打
つ
べ
き
で
は
な�

い
か
。

問

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
大
型
除

草
機
械
の
使
用
に
は
、
経
費

が
高
額
と
な
り
、
河
川
愛
護

活
動
に
課
題
が
あ
る
こ
と
も

認
識
し
て
い
る
の
で
住
民
の

方
々
と
も
一
緒
に
取
組
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
行
政
と
し
て
、
河
川
愛

護
活
動
へ
の
支
援
、
草
刈
り

等
の
作
業
に
支
障
と
な
る
獣

害
に
よ
る
く
ぼ
み
等
に
つ
い

て
、
対
応
し
て
い
る
。
継
続

し
た
取
組
み
を
行
う
た
め
に

は
、
作
業
負
担
の
軽
減
や
、

安
全
の
確
保
に
努
め
、
大
型

除
草
機
械
等
の
使
用
を
増
や

答�
河川愛護中の日野川堤防

幼稚園・保育園児散歩
コース等の点検は

問

答 安全管理の徹底を図る

　
　
大
津
市
県
道
交
差
点

で
、
園
児
２
人
が
死
亡
す

る
痛
ま
し
い
事
故
を
受
け
、

当
市
で
は
散
歩
コ
ー
ス
の

安
全
点
検
を
さ
れ
た
。

　
本
町
で
は
、
園
児
の
散

歩
時
の
危
険
箇
所
は
事
故

以
来
ど
の
よ
う
な
点
検
を

し
た
の
か
。

　
危
険
箇
所
点
検
の
結
果

と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
　
幼
稚
園
・
保
育
園
児
の

散
歩
コ
ー
ス
等
の
点
検
に
つ

い
て
は
、
各
園
に
お
け
る
点

検
と
併
せ
て
、
町
と
し
て
も

町
内
22
箇
所
の
幼
小
中
学
校

通
学
路
交
差
点
お
よ
び
保
育

答�

園
散
歩
コ
ー
ス
に
つ
い
て
点

検
を
行
っ
た
。

　
交
通
量
の
多
い
国
道

４
７
７
号
西
川
西
交
差
点
に

は
ク
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
を
設

置
し
、
全
体
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
対
応
に
つ
い
て
県

に
要
望
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
故

が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
校
園
外
活

動
時
の
安
全
管
理
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
登
下
校
時
の

交
通
安
全
も
含
め
、
学
校
と

家
庭
・
地
域
、
そ
し
て
関
係

機
関
等
が
連
携
・
協
働
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
見
守
れ
る
よ

う
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。安全に横断歩道を渡る幼稚園児

森島　芳男�議員

岡山　富男�議員
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追跡
!! あの一般質問は
その後どうなった？？

議員の質問に、町がその後どのように対応したかを追跡・検証して
みました。

問
人
口
減
少
の
歯
止
め
は
。

答
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
更
な

る
施
策
に
よ
り
取
組
む
。

問
転
勤
者
に
対
す
る
住
宅
整

備
は
。

答
民
間
開
発
に
よ
る
住
宅
整

備
を
行
う
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
「
定
住
促

進
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
」
が
実
施
さ
れ
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
。

　
令
和
元
年
度
は
新
規
に
ア

パ
ー
ト
等
の
家
賃
補
助
を
行
う
。

◎
そ
の
後

　
小
口
市
街
化
区
域
で
、
２
棟

の
ア
パ
ー
ト
が
完
成
し
た
が
、

利
用
者
が
増
え
、
現
在
、
更
に

２
棟
の
ア
パ
ー
ト
を
建
設
中
。

（
令
和
元
年
12
月
完
成
予
定
）

　
今
後
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
構
想（
案
）に
よ
り
、
２
０
３ 

０
年
頃
を
目
途
に
居
住
ゾ
ー
ン

の
整
備
を
行
う
計
画
。

建設が進む２棟のアパート（小口地先）

須
恵
地
先
の
町
有
地
に
住
宅
を

（
平
成
28
年
３
月
定
例
会
よ
り
）

人
口
減
少
の
歯
止
め
は

　住
宅
整
備
の
進
捗
は

（
平
成
31
年
３
月
定
例
会
よ
り
）

問
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
町
内
に
点
在
す
る

町
有
地
、
特
に
須
恵
地
先
の
町
有
地
を
活
用
し
て
集
合
住
宅
を

計
画
し
て
は
ど
う
か
。

答
定
住
促
進
に
向
け
た
住
宅
開
発
を
目
的
と
し
、
売
却
先
を

選
定
し
、
町
内
企
業
に
売
却
し
た
。

◎
そ
の
後

　
開
発
申
請
等
の
許
認
可
を
受
け
、
平
成
31
年
１
月
よ
り
側
道

等
の
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。
現
在
、
住
宅
の
基
礎
工
事
等
が
行

わ
れ
て
い
る
。

着工した町内企業の独身寮（須恵地先）
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

いきいき人生 寺
てらで

出　清
きよし

司 さん
東出在住

仲間と一緒に、農業を！

　私は定年後、老後は田んぼでもしながら、のんび
りと暮らそう！と思っていましたが、地元の営農組
合より「これからも農業続けますか」、「後継者はお
られますか」、「農業機械の更新の予定はありますか」
といったアンケート調査があり、それをきっかけに、
「農業は続けたいが新しく機械を買うほどの体力は

シリ
ーズ

無い」といった仲間４人が集まり、農業を続けてい
くために、まずは自分達のできる範囲で協業での水
稲栽培（4.0ha）をスタートしました。
　それから早や12年目を迎え仲間も６人に増え、離
農された方の田んぼを借り受け、今では13.6haにま
で広がり、今年は「環境こだわり米」を中心に約
9.0haを作付しています。
　最近、「老人ホームで農作業」といった新聞記事
を見つけ、年齢を重ねても、土に触れることや働く
ことへの生きがいは不変であると、自分達も同感を
いたしました。
　地元の営農組合も５年前、法人化され、水稲を除
き、麦・大豆・飼料用米の栽培と忙しく活動されて
います。私達６人の活動も地元の水田をはじめ農業
そのものを守る一助となればと考えています。
　農業だけでなく、高齢化への課題は山積していま
すが、一方、人生80年、100年時代と言われています。
これからも、一緒に頑張ってきた仲間や地元の皆さ
んとの関わりを大切にして、毎日を楽しく、健康で
土に触れる百姓ができればと願うばかりです。

笑
顔
は
じ
け
る
プ
ー
ル
遊
び

　
太
陽
の
日
差
し
が
強
い
季
節
と
な
っ

た
７
月
上
旬
、
竜
王
幼
稚
園
に
は
プ
ー

ル
遊
び
を
楽
し
む
園
児
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
最
初
は
ま
だ
水
に
慣
れ
ず
に
少

し
緊
張
し
た
面
持
ち
の
園
児
も
、
お
友

達
と
一
緒
な
ら
勇
気
が
湧
い
て
き
ま

す
。
最
後
に
は
伸
び
伸
び
と
体
を
動
か

し
、
水
の
感
触
を
思
う
存
分
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
園
の
プ
ー
ル
は
、
夏
の
涼
を

満
喫
す
る
園
児
た
ち
の
響
き
渡
る
歓
声

と
は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
い
る

と
、こ
ち
ら
ま
で
元
気
に
な
り
ま
す
ね
。

　
年
々
厳
し
さ
を
増
す
夏
の
暑
さ
。
熱

中
症
に
か
か
る
人
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
熱
中
症
は
子
ど
も
や
高
齢
者
だ
け

で
な
く
若
い
人
に
も
起
こ
り
、
命
に
か

か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
猛
暑
を
元

気
に
乗
り
切
る
水
分
補
給
は
、

　
①
の
ど
が
渇
く
ま
え
に
飲
む
　
②
１

時
間
に
１
回
程
度
　
③
天
然
水
か
麦
茶

が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら
、
涼
し
い

と
こ
ろ
に
避
難
し
て
、衣
服
を
ゆ
る
め
、

首
、
わ
き
、
太
も
も
の
付
け
根
を
冷
や

す
と
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
の
中
旬
以
降
に
な
る
と
、
稲
刈

り
も
始
ま
り
ま
す
。

　
暑
さ
に
負
け
な
い
食
事
を
十
分
に

と
っ
て
、
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
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